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　　　　　　　　　　　　　　　1．　はしが嚢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
。マイハーク示圧計の側圧系の作動状態については，布施等により詳細な研究が行なわ

れ，その使用下界が指最多されているが，．ピストン運動を縮小してi｝己録用ドラムに与える

型式のものについては，この系の動特性が示圧線図の精度に及ぼす影響及適川範［顛につ

いても検講してみる必要がある。従来これらの点について明確な指摘が欠｝ナていたの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め
で，筆者はこの系の作動状況を知るため実験を行ない，その挙動を或程度明かにした。

　本報告では理論的解析に二仏ける計算結果とその後の実験結果とを比較し，運動伝達系

を含めたドラムの，適用範囲に及ぼす諸因子について吟味すると共に，使用上の留意点

を検討したものである。

　　　　　　　　　　　　　　　2．　　理論自勺考察

　実験結果について照臨するに先51乙ち，記録用ドラムの運動について理論的解析を行な

ってみる。

　　　　　　　　　　　　　　工　必　饗　条　件

　第1図を参照して考えると，κはピストンクランク機構の粘度の探韻で完：金にθに支

配されるが，κ～ρはひもで伝達され．る故，κの運動が蕉確／こρを指ll御するため1こは，

ひもの引張りに対’する帯びや横振れ等が生じないと考えても，運動力学避難の条｛牛が必

要である。

　（a）　ピストンが7’エ）Cよりβ1）Cに動く場合

　即ちO∠θ∠πに対’してピストン加速度は，あるθで負になるから，～0は慣性トルク

によりピストン変位に先行することがおきる。故にこの場合常に次式が充さ；1’しているこ

とが必要である。

　　　7「∫（1貫性トルク）＜：r‘α舟li憐三トルク）十丁鳶Gボ薄aトルク）　　　　　　　　　　　　（1）

　糧しこの条件式はピストン加速度が負になる範囲の0について考えれば充分である。

　第玉図より　　4S二κ謂R・如＠罵7’αゐ）

　　　蜘承一美≒灸｛卜・…）＋号（レ…2の｝
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θ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卯け

　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図

　　　∴一＋畜｛（1一…の＋畜（・一…2の｝

・れより♂一汗（・…＋｛・・・…2θ）ゴ

　　　　　　　一餐（・…＋量・i・2θ）

　　　　　　　・・　　ω27
　　　　　　　FT（c・・θ÷えco・2θ〉

　　　　　　　・・　1ω2γ
　　　　　　　　　　（cosθ＋λcos　2θ），　　　∴T∬＝1φ慧

　　　　箕イ轟一・餐（・i・θ÷・…），　　　　（・）

　　　　婦・一嘱＋萎｛（・一…θ）＋÷（・一…2の｝〕

故に（1），（2）より次の条件式を得る。

Z餐7（…θ＋・…2のく・〔・・＋煮｛卜…θ）＋・一…2θ）｝〕

　　　　　　　　　　　　　　＋・［髪（・…÷・…）　　（・）

　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　2π1’N
ここに・・＝ U。㎜㎜麟／躍

　（b）ピストンがB1）Cより7■PCに動く場合

　即ちπ∠θ∠πに対してドラムの運動速度は常にピストン速度より大きくなければな

らない。

　　　　　　　　　　　　　　　　z己〉θ　　　　　　　　　　　　　　（4）

　但し％は，g＝～・、より初速0で放したときのドラムの自由圓転円周速度，”はビス
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トン速慶である。

　　ドラム1，0，々の幽由振動の方程式は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　リ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1～o十〇ψ→一々ψ＝＝0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

（5）式に対するディメンションは第2図の示す波形の縦，横軸を7α砺，7’α4，、とすれば
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　　　，砿，亀～器，，。、・雛…4馬＋，。4鴛謁、、。・7α4審α広

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た9・c甥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・7α4幹＝0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勉ゐ

　　　　　　　　　　　　o　　　　た

（5脚こおいて2鮮7・飾7とおけば

　～殉斐艦｛は　　’罵0で　　ψ・＝～01，ρ瓢0より

　　　　一・一・婦二評ゆ〔欝・＋…Vカ・一・・4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一…　・・（ど一sin（1Zチ十　COS（1～卜σ）

ここに　（1＝・～／／）2一ε2

ドラムがψ1（オ＝0＞～ψo¢＝τ）園転ずるに要する蒔購1τは

　　　　　　　　　　　　　　・・一・・一・・（ε　　。一Sln（7τ一←COSσ）

〈6＞

（7）
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によって与えられる。

　次に（6）式より％を求めると

　　　φザ・｛一・（…¢＋孝・・岡り÷（・C…ト・…φ〉｝

　　　　一姻一夢…φ一…岡’）

　　　　噸一　（一∵）・s・…

　　　　　　　　　　り　　　　一一ψ、・鮨・・一’・i・¢

　　　　　　　　　　σ

∴、、一Rφ一一R・・ω’・㌦一・’。si。¢

　　　　　　　　　　　　（1

一方ピストン速慶は

　　　　尚≒・（　　　　　　　λsinθ÷一一si王ユ　　　　　　2）∂一・・（・酬含…2θ）

（4），　（8），　（9）よ　り

　　　・・（・…÷・…）＜醜蛎㌦　s・・¢

然るに C掛り・÷）・
∴ω・（・…÷音・…のく一勢2・・一4一・〉画妥一1）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五　計算結果

　計算及実験に胴いたマイハーク示圧計ルノ3型の諸数値は次の如くである。

　　ばね定数　ん＝0．！90んg・o脱／7α4卯

　　灘モール・・一・・569…一・・・・…／（繊・・礁／・…）

　　11i㈱娠趨・・一・漉一L・・7…一・…c1・／（・α・…α・。／・・c）

0∠θ∠πに対する条．件式（3）を／：；l！l：1い

　～ooコ5．712　7α4¢，　ψ1＝＝9．045　7α4幹，　γ＝6／o、こ！．0，　0．8，　0、5，　0．3，

＝6。9727αゐ，ψo＝10．3057α砺，γ＝0について計算した結果は第3図

ある。

No．21

（8＞

（9＞

（10）

（11）

0，及びψo

に示す通りで
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　π∠θ∠2πに対しては，先ず（8）式について陶様な計算を行なうと次の如くである。

　ノ窪．　ψo＝皿5．712　ノ’αご／ウ，，　～01瓢9．045　プごz4伊

，一・従。て＿主。c。s迎よ1，。一・．・385，、c，

　　　　　　　　　　　　　ωπ　　　　ρ1

∴・一一・・3・・・・・…888（θ一一1π）・一々

7濡0．3，従って

　0．6315＝＝6－6・921τ（0．314sin　22．01τ十cos　22．01τ〉　　より

　　　　　　τ二〇．0424sθo．

∴・一一328・・8・一　・5・・／・一・・・・・…933（÷・）

γ鐸0．5，従って

　0．6315瀧6－11・544τ（0．577sin　19．99τ→．一cos　19．99τ〉　　よ1，

　　　　　　τ＝＝0．G456　sec。

∴・一一36・23・一（・／・一・・・・・・…n5（多一・）

γ漏0．8，従って

　0．6315罵6　18・46τ（1．334sin　I3．84τ十cos113．84τ）　　より

　　　　　　τ罵0．0510sθo．

∴・一一52・・74・一・94・5・・μ一…s・…7・58（θ一一1π）
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γ＝1．0，従って

　0．6315＝（23．07τ一ト！）θ『23・07τ　　よ　り　　τ＝0．0558s60．

∴・一一・・…（皇）・｝L2873伽一1）

　B．　～ρo・＝6．9727α6♂ψ，　g）1＝10．3057α6」ψ

，一軌従。て。塁。。s一・黙り。一・．。338，、。．

　　　　　　　　ωπ　　　幹ユ

∴・一一356・6㎞α・798（θ一一1π）

γ＝0．3，従って

　0．6766＝θ一6・921τ（0．314sin　22．0！τ十cos　22．01τ）　　より

　　　τ＝0．039056c．

∴・一一37・78・　α2699伽一1’…α858（皇一・）

γ＝0．5，従って

　0．6766＝6…11・544τ（0。5774sin　19．992一レcos　19．992＞　　より

　　　τ＝0．0419sθc．

∴・一一・・55・一α4839ψμ｝1）・…8376（θπ）

γ＝0．8，従って

　0．6766＝6㎜18・46τ（1．3338sin　13．84τ十cos　13．84τ〉　　より

　　　τ＝0．0467sθc．

∴・・一一・・4・2・　62聯…1）…α6463←・）

γ＝1．0，従って0．6776＝（23．07τ十1）6　23・07τより

　　　τ＝0．0503∫εo．

∴・一一4／…礁・）・｝u6鰍一1）

　以上の結果を用い，各θに対する値を求めて図示すれば，第4，5図となる。一方（9）

式に対する計算結果は，第6図となるから，これ等を総括すれば条件式⑪に対して，第

7，8，9図を得る。

　　　　　　　　　　　　　雄　計算：結果の考察

　以上の計算結果によれば，0∠θ∠πに対しては

1）使用範囲ω（N）は，ドラムの固有振動数

　ω，、＝》酬Zによって制限されるが，引張り力の変化に対するひもの歪の変化の影響
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が大きい故，為を大きくするよりも1を小さくしてω．を高めた方がよい。

2）駄性滅衰は速度，加速度の変化に対して効果があるが，BOCに近づくに従いその

影響は少くなり，βZ）C（θ筐π）では無関係となる。

3）　んの初張力¢Gを大きくすることは，々を大きくすることと同様にωは大きくなるが

ひもの歪の変化を考えると過大｝こすることは好ましくない。

　π∠θ∠2πに対しては

1）初張力を与える恥を大きくすることは，第3麟においてτ」＜τβとなりωを可なり

高めるから，ひもの伸びの変化を考慮して適当な初張力を与えることは有効である。

2）　粘性減哀はノ1・さくする方がよいが，γ畿0．55以下にしても使用範囲ωは高くはなら

ない。

3）ω，、を尚くすることは，纂3図においてω。τを小さくすることになり，従ってτを小

さくする故当然使用範［；剰は高くな：る。

3．実験装置及方法

実験には第工0図に示す装置を用い，クランク：角0に対応する記録川ドラムの角変位ρ

　　1，

繍＃　。一際馳

　　　第10図　実　験　装　鴛

　　　　　　は，ドラムをベークライト筒で絶縁し，

　　　　　　この表面にψに比例する三三プ弓形状のア

　　　　　　ルミ箔を貼り，対向極との面’積変化に

　　　　　　より容量変化を検出し，電流変化に変

㌦．．．、．　　換して記録した。クランク角の変位位

　　　　　　置と，軸の一睡i野中1こおける速度変動

　　　　　　の程度を知るため，はずみ箪の一・部に

　　　　　　溝を切って対向極との容量変化を検出

　　　　　　したが，その結果は第U図に示す如く，

帯　速肇器攣儲繋留乳
　　　　　の静的較正値が計算値に充分近接する

，＼へ／ヘノ《∀∵▽（＼ノヘ　　ズ▽＼ムノへ），へムノヘノヘノへ／

　　　　　．L
　　　　　盃

第ユ1函　闘転の変動程度
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のむらをなくするため，更に余分のはずみ車を附加した。［珊回数はf重1二流分捲避動機の界

磁一うセ，電動．子電流増鶉成によって変えた。

4．実験結　果
　測定記録の一一部を示すと，第13図では案内車の横振れ，仁心，木綿のひもの伸縮によ

る影響が著るしく認められる。第14図はひもは前者の／論のものを用い，案内：姫のみ球軸

受を絹ひ且つ横振れ，偏心のない様改造したものである。第15図は更にひもに醜意し
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て，木綿ひもを取りかえてギター一4D線を用いたもので，作動が非常に改善され使用範

囲が計算結果に近づいている状況が明かに認められる。
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第14図

筒この状態で実際に空気圧縮機における示圧線図をとって，容量昭示圧計による三三線

図（第！6図）と比較してみたところ第17図となり，満足し得る結果を得た。

5．む　す　び

　以上の理論的考察と実験結果を要約すれば，

1）マイハーク示圧計記録用ドラムがピストンの運動に正しく相似して作動するために

は，運動を伝達するひも及びこの案内車に余計な運動の混入しないようにすることが，

最も肝要である。

2）　ドラム自体の固有振動数ω．を高める場念，ばね定数ん及び慣性モーメント∫を別

々に考えて，∫は出来る限り小さくすることはよいが，んはひもに引張り荷重として働

くから，この荷重の変化に対する歪を出来る隈り抑える様，ひもの初張九材料，寸法

に応じた値に撰定することが必要である。計算による許容値に達する迄は，このひもの

状態が精度を全面的に左右する。

3）粘性減衰は少い方が望ましいけれどもγ＝0．55程度以内に抑えれば充分である。

　これらの点に留意すれば，布施等による1143型の示圧部に対する許容値350ゆ1ηと少



61マイハーク示1：E計詑録用ドラムの動特｛生とその適用範四についてNo．21

‘ア

覧

、く　≦ξへ・

　　　・ぐ慮

邸

§
ミ
。
Q
①

謬

哩

懸
∴
：

ミ
ミ
。
っ
。
◎
州

搬
、
、
写

、
ら

p
　
～

ぐ
「

ノ

ド筆資鵬

匪uiD

軸
竃
k
①
＄

、
へ

“
匁

，

〆
辱

倒

第15分一1



62 出口 功 No，21

ミ㍉　・弱い・詐

壽＼回・八＼

　
〆
＼
　
　
　
／

　
裕
濠
“
N
こ
～

る
“
｝
．
　
　
藍

窯
ウ
　
＼
＼
　
　
・

い
趣
　
　
沖
　
　
　
　
虻

ζ
へ
㌧
《
“

3
藍
巨
財
＼
へ

砺　
　
　
　
　
　
　
V

　
〆
〆

唄
　
／
＼

め
”
．
ウ

ゾ
　
　
ρ

ヒ

帰
島
　
鼻

▽
．
　
も

＼

㌔
　
　
　
、

、
ぐ
　
　
ノ

〉
｛，
　
》

哉
、
飛
．
“
　
　
無

論
墨
戸

霧
雪

幾
、蕃
、
＼

W
V
　
ダ

　
〆
年
　
臥

・
綾
づ
、

終
兇

ウ
渓
｛黙
《

／

／

、
’

㌧

＼
ノ

匙
　

ヒ
“
ζ

ズ
パ
㌧
＼

　
　
尭
尺

　
＼
海

＼

砿
；

宅
妻

裁
㌧

参》
　
／

　
　
き
ミ
ペ

＼

×
ぐ

》
＼

“
気

タ

ン

茜
　
　
更
タ

～
二

七藍
寄
∈

ミ

急

聖
／
被
彗
ま

　
》

膨

タ

驚奪㌻琴
ざ

く
隻
ぎ
　
シ

　
　
要
覧
　
、

～
　
k

　
　
　
籠

　
　
　
　
帆

西

腎

　
　
　
　
　
琴

　
　
　
r
　
　
‘

鼻
㌧
℃

添

　
　
　
　
さ

タ忍
爵
ゴ
　
｝

　
　
　
㌧
物

卜
輪

裁
二

＼

沖
！げで

〆／
｝

　　

@
〆

　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
調

　
　
　
　
　
　
〆 ・

一
∂
冴

　
　
　
　
　
趣

　　

@　
@噸

　　

@　
@噸

　　

@
＼

　　

_
、

　　

@　

|
＼

昌
＼

“
｝

「
郵諏

く
マ

凄
　
院r

Y

㌃

義
§
モ
　
ヨ
　
ン
＼

へ
　
　
／
／
｝

　
㌧
　
い

＼
　
　
マ

　
ウ
　
、

マ
ノ　
　
　
　
V

サ
叉
＼
｝
＼

メ
　
毒
黙
ン

タ
ミ
　
　
　
　

｝
〔
迄
ビ

　
文
　
　
㌔

黙
醗
へ

八
ぜ
》
乱
　

〉
／

二

冬｝r
蔓犬↑ヲ

匙

覧

戸し

、

●

》畠惑曳贈応蔚

筏

　
、
、
㍉

＼
、

　
㌔
＼

航

胸
ミ
黛
嵐
H
囲
矧

｝

曳・㌦∴罵匙

　
　
、

　
　
㍉
㌻

＼
撮
＼
三

叉

F

多

～＼

r

㌍
〆

　
る
／

西
｝

し宰｝
宰

匙罵

馬
£

気

＼＼　　／！
　　　　　梅魎勤紗一餌鋤騨砂ザ

　　　〆

／
　〆

〆ワ冬弘

｝　　　　昏く

〆
＼

で

3　　　　　へ

／轡＼ぐ

シ

1／冨∵鳥鴬

／

　＼∵鼠
　　　5ア

9・　～　｝
く　臼へさ・

　　　へ｝

　　　・瑠、　∴

一＼：

一
》

凪　　　　　〉

毒

し

／

㌧

馬

い湾

誓
瞳
、
・
。
ン
・
2
恩
癌
、
ボ
、
、
菖
♂
，
、
昂

弓
㌧
r
　
話
＼
＼
二
沖
・
儀
　
－
寧
　
　
〆

藍
＼
纐
》
試

　
　
｛
　
≧
」
鎖
へ
辱
く
㌧
～
h
㌧
一
・

　
　
㌧
　
　
　
　
　
雇
p
き
　
夢
　
　
　
　
　
　
　
藍

　
　
　
・
　
　

培
　
、
舞
　
き
＼
　
　
藍
～
　
・

　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ト

ノ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
ら
く
を
　
　
　
　
く
く
　
ズ
し

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ

　
、
　
　
　
”
難
癖
，
歪
一
撃
撫
議

、
・
　
　
　
・
誌
ぼ
謡
、
　
㌔
、
？
》
画

　
一
　
・
壽
爾
碧
∴
－
、
£
：
．
γ

　
　
　
　
雨
謬
ぐ
へ
＼
，
、
、
u

乞
　
　
＼
磯
ρ
・
、
｝
詫
両

　
　
　
御
㍉
ボ
け
」
　
　
ξ
、
㌧
．

　
　
　
な
　
　
へ
を
を
サ
　
　
　
ヘ
　
　
ノ

　
　
、
　
卓
哨
残
慣
　
も
、
嘘
セ
㌧

　
　
国
　

∵
鐸
　
，

〉
＼
　
　
㌔
　
　
　
　

和
～
ヒ
　
　
　
＼
》

、
・
＼
　
　

u
銃
　
、
　
／

　
瀬
　
　
　
　
　
　
　
膨
　
ぎ
　
　
　
　
　
　

・

　
晦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隻
き
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
　
　
　
　
　
　
リ

　
〆
　
　
η
U
｝

　
副
　
　
　
　

ジ
　
｝

　
　
　
ミ
塾
O
等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喉

＿，一llデぐメ＼、、
・｛ f＼ほ、忌／▽1ぐ二望

認競デ〆1締こ

疑獄翻蕪、

　》／‘“　　　＼v

　　ジ
　ρ／
・シ・蔦　　・

　　こ、〉
㌧　　　〉

　　ヒ評
r　＼　＼／

　暢〆弩叉
　　　　　　　　き　　　　ノ

∵鋭∴∴・＼

藍こ、＼　　　　　・

∴1∴審議零謡講1∴こ

／驚蜜織蕊
｛ξ

豪いど

　　　　　　　　　｛　㌧　，へ夏　ヤ
　　　　　　　　　ノ艘　ウv
　　　　　　　　　　べ鄭墜

　　　　　　　　　　　｝　　　　　》　　　　　　　　　　ふ　　　　　く
　　　　　　　　　ミ　㍗、3

　　　　　　　　　屡㍗1

事

こ　　　　　差誘・謡、・

・　憂爽麟

　　　　　　ドン≧・櫓髭

，∴誌・詮擁疑1♪藤

←恥

J
へ
で
ざ
欝
欝
，
銀
師

鐸
津
歪
欝
欝
、
錫
繊
粛

灘
罷
鋼
罵
畿
講

欝
欝
鰻

揖
　
　
㌧
ン
　
　
拶
〆
《
、
緑

黙
溜
灘
藤

織“も済う
ζ
タ

気
　

§

第15図一2



No．2」 マイハーク示塩，し1己録用ドラムの動甥4とその｛劃1範囲について 63

A　　　　＼

　　｝

／瞭

　　　　　　　＼

　
　
　
蛭
　
慧

　
　
　
　
ダ

　
　
魂
輪

　
　
　
　
セ

　
ピ
　
ぎ
き
メ

ミ
ミ
。
“
躍

＼

きも
　
、も

／

言

　1戸　二八 ㍗
》～　　凡

　　1。
μ・n入幽い1

　　　　　　　ヂ
㌔》眺㎡〆

／／瓶＼

／

毒

、
幽

　
オ
　
　
　
　
　
　
　

へ

」
＼

．
駈
＼

＼
濫

、
　
　
認

、
　、灘騨，㎡

耳＼

㍑
ズ

＼

＼
礁
難

　
　
　
ミ
ミ
8
⑩

懸
盤
♪・

　ト

島
ε
＼

隈

㌧

垂

偵

／tノ漫㌻鉱

　　　　　｝
　x　廉＼＼　〉
藍ζ　忘　》　乱　　㍉

　　　㌻　　＼｝・
　　　1＼醤
　ぐ　　　　、　　　　vr
　　　　　　藍　　＼♂
　　　辛　　杖
　　　き　　　　　　＼＼
も　　　　　　＼K
ダ鼠｛こひ∴◎

　㌧く

、

　　　　　　～・算1、～りき
　　　　　　㌧　　　　　ご　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　う　　　　　　を　　　　　　ヒ　　　　　　；ゾ　ビ≧　＼こへ

愁“・い・〆・ぐ域》」こ磁＼モ

　　　　　　濠ノ暫や捜残試

　　　　　∫u・そ集ノ題喉
　　　　　　　　　　ワ　　気｝

　　　　気　＼ぐ

脳欝
鑓◇。

毛

嚢v㍉へ㌔㍉

、　塞

ξ践
～～＼

締繍麟

　を

　　　　　　　　峯

ン
＼

》

　
碇
＼

廷
ぐ
陵
贈

　
　
＼
　
サ

　
　
外

．
ぷ
9
、

》
レ
鵜

μ
転
噛
、
繊

欝欝議

＼

／

＼

　
＼
ミ

》
》
｝

｝
　
努

　
、
e
‘
＼

x
　
9

　
　
　
｝
ク
　
㍉

、
ぺ
　
　
～
沖
＼
髪
く

＼

＼

髭

＼
三

＼ピ
母
ヒ
沙
ξ

　　　　　　　　　　“ハ　　延

総懸議◎：1

／ξボぐζゾし》い

1醜せ磁だ繊鵜

磁熱
く　　　　冑　冥

　沖

　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　　さ
　　　　　　　　　　＼　　ぐ

　　　　　　　　ダ　　　之㍗
　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　㍉　　．　鴛
　　　　　　　　　　　｝
　　　　　華　　　　　㌧　　　＼
　　　　　・　　　　＼勤・
　　　　　　　　将

　　　　　　　　ヘ　　　　　ビ

蟻瑠ズ：・～∵｝

　　　　　　　　窒　　　　、
　　　　　　　■　∫　　　　　　　♂　　　　も

　　　　㍑ズ耀

　　　　　ゾ

爆　嬬

∴　・：
。∴
叙㍉ハ　モ㌧ノ　＼　ζ
w観や門ζ洗㌦～～σY｝ど～

霞欝欝欝欝銚㌢記

／繕蛭l！撫曇ll

、嘗凝藻＼慈1

畷鎌懸無難総．、

＼∫豪擁∴疑臨嚇疑1

　
　
　
　
　
　
＼
綬
一

＼
＼
　

㌔
・
》
＼

碧
一
蹴
》
　
　
蜜
ぎ
彙

欝
欝
濫
鎌

脚
難
じ
冷
．
灘

ζ
～
セ

ζ
　
＼

　
も
乏

　
　
く

冠で蕊録
　　　‘／

　　・＼　～規疹
　　　　／｝　ζ

　　＼x＼

・ミご！絶叫議嬉

ぐ1議㌧嘔嶺㌧、杖》・マキ〉

▽州・：∴離離をミ・　　　　　　　　　＼＼　｝

∴瓢1叢記鞍懸こ、

ン　へ＼㌔～＼帖、殻＼

　》夢　　　凌　㌦

卿くノ鵜㌧冤

　認艘亦　　賦

∴・誤叢
　も　㍉　　r

奪、譜／ぎまξ∵㌶演
、　；～　尺・ぞ（｝　＾

　　　　　　　ま嫡1渋こ縁：ぞ

　／き綾羅〆べ藩

　♂ケ1を　・》　
｝

　・肉ぷ隊∴ン
　　　　ぐルへ　封昏夢㌶／刃乱・
　　　宅㌧・＼み・ミe

：説ノノ、ξ諺ざ

i欝蚕欝欝継

　窯1＼1霧蜀∵v

1

ミ
貸
。
q

ノ癬筏
　　　　　＼

《棄毒ξ
尭£》

　　　寧

「

夢

＼

＼
な

　
罫
～

㌧
、

を

＼

ビ　　 ξ

＼＿／
｝

寡｝15レ1－3



64 山口 功 No．21

　
サ
え

　
評
＼
　
受

　
　
　
　
o
曾

　
　
舞
舞
蓬

　
　
《
，

　
　
　
ダ
ξ
霜
ぞ

　
　
曳
　
≧

　
き
輩

　
畦
≧
ヒ
妻

N
袋
へ
k
酬
O
卜

｝

タ

＼＼岬爽

　　　　　　　　　　　　　　／晦瓶、

／　縁＼＼
　　〆

》
　
曾

冬忌垣

εも　
牽囲

＝
」
デ

　　～毒ヒ冥貸　汐　罫う舜

　｛　　　　　｝　　　烏
鷺　　ぐ　　～
　　　　　　　　5》　遊受茎i汐季旨冠ぜぎ誌ζ

／へ，

　　　／

メ難論

　　　　　　　　㍉

乱

き←

∫

ξ

ミ
黛
k
ト
e
q
卜

く

露

ヒ

夢

＼
．
　
．
＼
　
　
　
＼
　
　
　
澄

　
　
　
／
　
帆

　
　
　
＼
　
　
＼
　
　
　
　
き

　
　
マ
　
　
　
　
　
　

“
　
ノ

　
　
＼
㌧
　
　
　
　
／
㌦
k

　
　
“
雪
気
き
＼
ス
γ
ワ
ζ
池
＼

　
　
p
気
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
＼

　
㌧

　
　
　
　
＼
　
奪
　
　
＼

　
　
　
い
　
　
　
　
〃
　
　
　
民

　
　
　
努
午
熱
＼

　
“
・
と
・
＼
・
＼

　
　
　
ほ
D

　
望
蜜
ζ
妻
モ
ズ
婁
儲
＾
／
乙

㌧
年
吾

｝
＼
　
　
　
　
／

　
侭
耳
掌

へ

　
　
＼

“
　
／

｝／

σ
疋
一
、
〉
≦

＼

／

／

／

“

．
メ

／

へ
｝＼

｝
＼

＼

癖亘も多
蒙

華
￥ 轡

　
　
　
　
　
㍉
ノ

瑳
翠
臨
贈
，
｝

＼

，
日
纏
醗
そ
，

　
　
、
欝
欝
・

　
　
　
　
轟
轡

覗

Σ
み
　
　
　
　
ウ
｝
　

ぐ
》
〔
ζ
ト

＼

＼峯

ソ

㌧

／

｝

藍

藍

　
望
　
ン
そ
曹
ゾ
　
　
…
　
穿
竃
し
一

　
　
“
　
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
ゥ
♂
♪
、
／
・

　
7
～
　
　
　
》

　
　
　
　
　
　
V
　
鄭

　
　
是
隻
．
、
｝
｝
　
一

　
　
サ
　
　
　
　
昌

　
も
弩
～

　
　
　
／

　
　
　
　
　
＼
　
／
＼

　
ギ
矛
　
獄
㍉
4
｝
も
奪
κ
ー
ト
〈
｝

　
《
　
、
　
　
㌔

　
ハ
　
　
　
　
　
｝

　
　
ら二
一
　
　
？
略

　
潜
2
ノ
＼
渉
＼
路
ミ
セ
戸
甦
＞

　
T
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Y

｝
／
必
、
儀
う
い
．
　
・
・

　
卍
。
　
／
ノ
v

／

繍
、

睡
騨
．

＼
亀
　
o

｝

ぎ

ヒ

と
匁
　
　
　

圭
　
｝
　
㍉
へ

ン

＼

＼

是
ヒ
ミ
〆

藍

‡
．
N
＼
天

＼

ヒ

購
製
　
　
～

重
8縄襯

縫
i
匙、
織

撮
、
繍
糠

麟 ・
諏翻

し

航

＼
憂

ζ

、
剣
㌣

議
ヒ
妻

ミ
黛
k
寸
卜
O

～

｝　〉毫

＼

》

，

　　　　　　　　　　　　　　毫
　　　　　　　　　　　　　＼　｝
　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　覗　　　　　　　　　　　　　　き

蜘繍縄繍轡懸

　　o

　　　　　　　　：

　　　　　　　　ξ

　　　　　　／

．隔〆
　　　　壼

曳

｝　　　　　　　　　ぐ

第15図一4

　　／

／｝．

犠臨醗

1；穿

｛
疋

　
、
＼

　
曳

＼
。
，
押

…

淑瀞

ト

号
｝
亭
｝
棄

、

｝

ぐ

＼

、
　

氏
〆

｝

㌔

V

〆
．

、

｝

ぐ
　
　
　
　
　
　
　
ひ鵬
§
藩
－

洪

“＼

＼
ヒ

丈

｝
年
ら
K
　
　
　
ン
　
　
＼
詳

　　　　乞
＼　　　x　　　更

藍　　　　　　　も

　㌦　　　　　　㌧
　㌧　写㍗　ノ　昏　＼“

…
＼
一
e
、
．

ギ
＼
喉
、

発
＼

＼

｝

迄
　
X
γ
＼
　
、
文
㌣

寿

　
　
　
　
　
一
㌻
．
受
謡

　
　
　
　
　
　
》
＼

　
　
　
　
　
詳
㌧
煎

　
　
　
　
　
　
　
＼
　
／
疇

　
　
　
　
　
　
　
　
諏

　
　
　
　
　
　
　
嬢

　
　
　
　
　
　
　
　
卯

　
　
　
～
　
＼
㌃
、

　
　
　
　
鷲
へ
　
ノ
＼

　
　
　
　
　
　
曳
　
ゾ

＼
　
｝
　

＼
／

㌧
7
墨
重
㌃
　
ξ
≧
ぎ
…
う
ヒ
と

／

　　ぎ
　　妻　　こ螢＼
　　　　　　ヤノ　

　　　　＼〉‘￥

，讃1難癖

　受　《、秀。

蕊

＼こ∴轍∴嵐噺謙箏騒



No．21 マイハーク脳圧計記藁屑ドラムの動特性とその適用範囲について 65

γ勲（二

360

A〆質390

一
　蓄
　アδ万εεc

廿
C
O

か
8

彦
ノ

．．

Rθ

＿．、 @ア◎c25

o

20

ノ5

〆θ

5

o

魯

箆16図　容彙型示圧1汁による空気圧縮機の添月：三線図
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第17図　容量型と比1陵した圧縮機示圧線図

くとも同じ限界にドラムの許容1直を保つことが出来るが，この際駆動及び被駆動健以上

に，両者を伝達する系覇1について注意を払わないと，示圧部の許容値以下になることは

容易であるから，使月ljに際してはむしろ伝達系に対して充分鰭己慮が必要である。

　爾同様に速度が1絹題になる運動伝達iの他の場イ｝，例えば機関における吸排気弁駆動系，

ディーゼル機関におけるlerk－pump　system等の運動伝達系の媒質，構造，歪状況等

が系全体の特性に及ぼす影響については，次の機会に譲りたい。

　終りに，本研究に終始協力された卒研生i副三三｝三三（日本鋪道），川∫暢康治（アイシン

精機）両君の労を多とし，謝意を表します。
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   From the necessity of study about the effect of dynamic charachteristics

of recording dru.m in Maihak iRdicator and its availabie limits, some exper-

iments were tried to make clear the action of this system, and then calcu-

lated results in theoretical analysis vLrere compared with experimental data.

   From the discttssion abont "Lhe factors that have effect on the available

limits of drttm, including transmission system, I came to the following

conclusion.s.

   a) Since diagram accuracy is generall'y influenced by transmissi'on system

within the compass of calculated value, it is most important not to add

unnecessary action in transmission cord and guide pulley.

   b> The smaller moment of inertiaIis, the better it is, but in order to

save strain as much as possible for variable tension, it is necessary to select

suitably spring constant k according to initial tension, material and dimm-

ension of cord.

   Considering to these points, available value caii be made to attain at

least to the same compass 350 rpm as pressure system of M3 type, whi.le this

value reduces easily by want of care.


